
POe研究
3″θπZ影 を起点として

rλθ Л笏袂ψり げ cθの θsグガθπの中で POeは彼独得の作詩論をあます
所なく展開している。彼の定義は極めて簡明であって詩の目標は美であり散

文のそれは真であるとのべている。

この論に対する反対は大きく二つに分類出来る。第一のそれは本質的に彼

の文学を否定しようとする反対である。第二の反対はそれが 7カθ Rαυθ%の

作詩過程を説明しているようで実は嘘であるとするものである。

然し芸術の究極の目的が美の創造である事は否定出来ない。彼の世界の究

極に美というものの存在を否定する事は出来まい。その意味で彼の論が本質

的に誤であるとは云えぬ。

彼の作詩論のとおりに T力θ Rαυθπが倉」られたのかという点に疑間が生じ

る事は当然である。だがこの作詩論がその詩の構成とその本質を,そ して又

彼の倉」造した世界を簡明に説明するものである事はあきらかである。誰もそ

れを否定出来ない。■物θPカグゎsψり げ cθ%″ Sグ′グθπは 1磁θ Rαυθπの解説

としては最上のものであり,同時に彼の世界を説明するすぐれた手引である。

然しそれは完全ではない。それで充分だとは云えない。

詩の目的は美であるとする論は正しい。美それ自体は抽象的なものである

か ら,美 とは無色透明な結晶体であらねばなるまい。美とは限定されないも

のであらねばなるまい。とすれば「～の美」という表現は完全なる美へのア

プローチの一つの方法にしかすぎないのではあるまいか。

POeが美それ自体について解説しなかったのは正しい。又彼が美は必然的

に読む人の涙をさそうという表現も正しい。美は何らかの形で人を感動させ
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るものであり,涙 ぐませるものである。然しそれがすぐに「今は亡き美しき

ひとの追想に涙する詩人」と飛躍する理由にはならない。

読む人をして涙ぐませるものは必ずしも涙する人に対する Sympathyだ け

ではないはずである。壮大なるもの,崇高なるものに接しても人は涙する。

要は美へのアプローチの方法の差が存在するという事である。それが文学

であろうと,彫刻であろうと,絵画であろうと,あ らゆる芸術において作者

の特異性というものを確立させる。即ちその作者独得の作風というか,独得

の世界を作りあげるのである。

POeが全く理路整然と書きあげたつもりの rttθ P乃グJθψ秒 げ C"りθSグ′グο%

もその論理の飛躍という点において,実は彼自身の世界の内部からの自己の

世界の称賛でしかなかった。それは彼の特異な世界をわれわれに示してはい

るが説明を依然として拒否する。

私はこの論理の不連続の所にこそ POeの世界の解明の鍵が存在する事を

感じる。その点を追究するという事は結局彼の作品の背後の世界の追究であ

る。

βθ″θπグθθという短篇を起点として彼の世界への追究は又同時にそれに到り

ついた彼の作家精神の追究も何時の日にかなされねばならぬ事を要求してい

る。

〔1〕

`Misery is manifold..。 'で始まる βθγθπグεθは1835年に Sθ″力″πLグ′θγαη

Mttsθπgθ″に発表された作品である。この時期の POeはすでに 2年前に ■生

So ttππググπ′λθ βθ″ノθで懸賞を得ていて一応作家としてその本格的な活動

に入っていたし
1),1831年

の詩集の発行後1845年の詩集発行に向って努力し

ていた時期と考えられる。

1)Cf・ Quinn:Eαgαγ 4J′απ Pθθ,(New York,1941)pp.202′ -203.
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「人の世の悲惨は数限り無い。この世の悲しみはさまざまである。広い地

平線の上に虹のようにまたがり,そ の色合いは虹のごとくさまざまだ。… 。

人の世の悲しみは広々とした地平線の上に虹のごとくかかっている。」という

冒頭の部分で彼は虹を引用している。何故彼が虹を連想したのかよく判 らな

いが彼の詩の中にも rainbowは ほとんど用いられておらないし,こ の作品

の中でも虹という言葉それ自体は何ら展開されて行く大きな要素になってい

ない。ただ彼は様々な色彩を持つ虹というものを直観的にとらえているにす

ぎない。

その虹の色すべてが何らかの意味で人生の悲惨につらなって行くという彼

の説明は,彼の世界の特異性を明らかに示している。

普通虹を見て涙するという事は異常であると考えてもよかろう。虹を見て

むしろ人は心のやすらぎを覚え,心がはずむはずである。虹を見て悲しむう

というこの物語の冒頭が即ちこの物語の基調の悲哀の物異性を示していると

いっても過言ではあるまい。

′彼の作品を色彩という面から研究する時に必ずとり上げられねばならない

「赤き死の仮面」の中の七つの部屋の構想がこの部分から始まっているとい

う事は容易に推察出来るが, われわれにとって興味深いのは rみθ物 昭π′

θF′力θ RθグDθα′力の中に展開される七色が決っして科学的なものでないと

いう要再でと,る。 貝口ち blue, purple, green, orange, white, violet, black

with scarletと ぃう色彩の提示である。

色彩というものはどうしても作者の主観的なものになると考えられるが彼

がもっとも恐ろしいと考えた色彩は最後の black with scarletで あろう。

特に「赤き死の舞踏」 では SCarletが 恐怖の最高を示す色であった。

この blueか ら始まって black with scarletに 至る配列はその順序によ

って恐怖が高まることになっているが,面白いのは「白」という部屋がある

ことである。

Whiteが特別にあげられている反対に何故彼が yel10Wを あげなかったか

という事もこの詩人の特別な嗜好を示している。
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私は今ここで yel10Wの 欠如の原因を追求するつもりはない。ただ white

の存在を特に指摘するだけである。Bθγθπグεθの中で POeは只単に rainbow

を悲惨のシンボルと表現 したがその色彩を 明示 してはいない。更に rttθ

νおgπθげ ′力θ ttθグD"′力では七色を示したがそれが rainbOWの それであ

るとは云っていない。

だが色彩という面ではこの二つの作品は互に相補いあっている事を忘れて

1は ならない。

後 lこ blaCk With scarletと いう色彩は T/2θ 3αθ力 Cαチの中でその最高

の恐怖を示す事になる。妻の屍体の上に乗って真赤な口を開く黒猫の持つそ

れである。

POeの世界の色彩を説明する key wordである rainbowが 初めて用いら

れた作品としてこの Bθ″θガθθは注意 されねばならないし,自 という色が持

つ特異な恐怖が BereniCeの白い歯という形で提示されている事も面白い。

白という色が恐怖をもたらすという考え方はなかなか理解に苦しむ所であ

.る が,POeの世界のもつ漆黒の世界の中では白は恐怖をもたらすのである。

そこに彼独特の色彩感があるのだと思う。

Coleridgeの 作品からの影響も充分に考えられるがこの点については後の

項で述べる事とする。

〔2〕

「何故私は美より醜さを予想し平和の状態から悲しみの微笑みを見るので

あろうか」という文句は彼のたえず不安な,それ故に Criticalな魂を示して

,い る。

彼の世界の根底を構成するのは批評の
`世
界である。それは安定の中にとも

すれば不安を美の中に醜を,永遠の中に崩壊を発見する批評精神である。

すぐれた批判精神は他にさきがけて崩壊を予知する。えてして安定の中に

:呪を見,不安の中に安定を見がちである。人間の持つこのすぐれた能力は同
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時に恐ろしい人間破壊の原因ともなり得る。

POeの世界の特異性はこの人間の魂にひそむ不安をえぐり出した所にある。
その部を遠慮会釈なくえぐり出したのである。■〃‐7レノι∬θα″′ とか T力θ

Bルθ力Cα′はそぅ云う人間の理性ではどうしようもない恐怖をテーマとした

物語である。

POeに とってはその対象物が生命の力にあふれている事は我慢出来なかっ
た。その描く物が人間であれ,物体であれそれ自体の意志を持ち生命を持っ
て動くことには耐えられなかった。それ故にすべての物を破壊しあらゆる生

命を絶つことによって奇妙なやすらぎを覚えた。

rttθ 几滋 θF′ヵθ〃θπsθ げ 桃ヵθ″はぃろいろなテーマを持つ物語である

が,要するにそれはすべての物体の破壊とすべて生きとし生けるものの死の
物語であって,彼の世界を支配する鉄の如き法則の物語である。あらゆる物
が死に絶えそして沼の中に沈んでしまった時彼は初めて安心する。その一切

無の暗暗の世界にかすかに沼から発っする微光が彼の世界の美である。

彼の作品のすべてにおいて生命を持ち生生として活躍する物はすべて不安

を象徴している。飛び行く天使 Israfelも 掌から落ちる金色の砂もうち寄せ

る波も不安を象徴している。「見よ死がそこに君臨する。」という
`彫

θ Cグ″

グπ′乃θS%と か cθ″sθπ%のような廃虚の中に立って始めて筆がふるえるの
である。

Bereniceが若く健康な乙女の美に輝やく時 彼女は決っして彼の愛を引く

事はなかった。突如として彼女が病み衰えその輝くばかりの美しさを失った

日に初めて彼女は彼の愛を得る。

この怪奇なる事実を淡々と語る「私」は又極めて特異なる存在であって
1)

後にもふれるがこの「私」自体も奇妙な変化を体験して行くのだが,そ の事

実をまるで第三者の如く表現して行 くのが Poeの 「散文においては真実が
‐

その目的である。」という事になるのかも知れない。Trueと ぃぅょりCOrrect

1)Cfo Lsetter tO Thoma wo White,1835。 Ostrom,ed.,Letters(New York 1966〉
pp. 57-58
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といった方がよさそうである。

然しこの「私」自身についての同じようにPOe的世界への導入過程は又項

を改めて検討して見たいと思う。

〔3〕

本文を始める前にラテン語で「もし君が恋人の墓を訪ねたら少し気が晴れ

はしないか」という部分があるがこの文句は元来アラビア語であるトル
コの

大臣がその女奴隷の死を悲んだ時のものだという説があるが,そ の由来はと

もかくこの怪奇な物語の序として面白い。

女性の死という事をテーマとした作品は極めて多く,彼の作品の中の女性

は死という事を前提として登場して来るようなものである。

βθ″θκグεθの中で「私」は「この部屋で生れたが私が生れる以前にすでにこ

,こ に生きていなかったというのは怠慢である。諸君はその事を否定するであ

ろうが私には確信がある。然し私は人を説得 しようとは思わない。私には追

い払う事の出来ない記憶がある」と述べているが,こ の魂は前世から存在す

るという事をモチーフにして書かれた作品に婦人名をつけた三つの作品があ

る。

ν″θ′″ (1835年 ),Lグ″グα(1838),E′ θθπθγα(1841)のそれである。勿論

Bθ″θ″θθ(1835)は その初めであるが,こ の作品にはそのモチーフは第二義的

なものにしかすぎない。

然し女性と結びつかないという点を除いてこの考え方をはっきりと表現し

て説明しているのはこの作品が初めてであって,そ の点で私はこの箇所は特

に注意を払う必要があると考える。

「破壊と死」の彼の世界に「霊魂の不滅」というテー
マが存在するという

所は大変な事である。然し大変な事であっても存在する事実は否定出来な
い。

とすればここで彼をしてこういうテーマを抱かしたのは元来本質的に彼自身

の作家精神なのか,それとも彼に余儀なくそうさせた何かがあったのかと疑
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うのは人情の然らしめて所である。

この上なく美しい博学多才な Morellaは 死んで再びその子の中に復活し,

Hgeiaは このモレラ的美を更に拡大した女性であって,モ レラ美の極致プラ

ス音楽の才能を持つ女性であるが死後復活して他の女性となって再び主人公

の妻となる。 Eleonoraも 同じであるが, 彼女の描写は前二作とまったく異

質であって自然の中に拡大されているのではあるが同じく死後復活して主人

公と結婚する。

これに似た様なテーマを取扱った作品がその当時他にもあったと考えられ

るが,Quinnの説明の様に,Eルθπθ″αを出版する前に彼が 13才の少女と結

婚 した事を強く非難された故にその回答としてこの作品をかいたという説は

真に当を得たものと云えよう
1)。

だがどうもそういう説明だけでは何か不足する感がしないでもない。 POe

の作品の中の女性像という問題になるのであるが,当然幼くして失った母親

に対するマザーコンプレックスという問題を第一にして,次に養母であって

これ又死んでしまった Mrso Allan, ぅらぎられた初恋の人 Royster一一 こ

の人だけは彼は死ぬる直前に奇しき最後のロマンスの花を咲かせるが一―そ

の他にも 1乃 〃易%の 捧げられた彼の幼なかりし日のアイドルであった親
友の美しき母の急死という度重なる不幸というものが彼の心に色濃い影を積

み重ねて行った事は重要な事実である。

そういう一連の幼ない日の出来事が彼に対して重大な影響を及ぼし,女性

一死―美というサークルを形成しそれが特定な作風の構成にあづかる所大で

ある事は自明の理である。

前にあげた 力 ∬θルπにせよ,彼の死後プリントされた 4πzbθノLθθに

せよ,その対象が単に一人の特定の女性であることは考えられない。それは

死すべき宿命を持った女性群にささげられた愛と死の詩である。

とすれば彼の魂の復活を,特にそれを女性に特に応用しているという点か

らも判断して,只単に自己の生活上の便宜の上からのみ自己の作品のテーマ
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にしたことは考えられない。即ち彼は本質的に,換言すればその作家精神に

もとづいて女性の魂の復活という事を信じていたという事になる。

別の角度から考えれば霊魂不滅は肉体を失なはなければ成立しないという

事にもなるからその事自体は破壊と死の彼の世界に奇妙にも共存じ得るわけ

である。かくの如 くPOeは霊魂の不滅を信じていたのではあるが,彼は「然

し人を説得しようとは思わない」と云ってしまっている。

彼における前世の存在の確信が主として美しき女性に向けられ,それが自

分をも合めた人類全体に適用 されて人間の Salvationに なっていない所が

POeの POeた る所以であって,彼が生臭坊主にならなかった所に彼の作家

精神の健全さというものを感じる。

B″θκグθθの中で POeは はっきりと人の魂の復活を述べ,次に表わす女性

像を冠した三篇を予告したという点も注目に値するのである。

〔4〕

この作品の中で「私」であるエグスが自中夢のとりことなって何の意味も

ない物にとりつかれ日がな一日ぼんやりと過す所はこの作品のクライマック

スであって,そ の結末の部分にまさるとも劣らざる圧巻である。

このモノマニアックな凝視はそのよって来たる物は彼の阿片の常用かも知

れないし
1),事
実初めの印刷ではその旨記されていたものが後に除去されて

いる所からもそれに誤は無いと思われるが,然 しその事実の正否はさておく

として,問題はこの凝視の持つ彼の作風の理解が先決であろう。

この狂人のそれにも似た凝視が彼の世界を構成する基本であると云っても

過言では無い。彼の作品の中に投ぜられるすべての物がこのモノマニアック

な凝視によって分解されバラバラになった要素から又新 らしき生体に改造さ

れて彼の世界に覧、さわしき存在となる。

だから彼がこの Bθ″θπグθθの中にくわしく述べているモノマニアは彼の他

1)Cfo HaⅣ ey Allen;/sγ αフル′,(New York,1949),p.371.
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のすべての作品の中の主人公が抱く宿命にも似たものである。私が Bθ″θπグθθ
・

を Poe的世界への導入の主要なる一つとしてあげた理由は他のすべての理

由に先がけてここにある。

すべての散文,時には詩にもそうだが,そ の作品の中にこの凝視し分解す
‐

る「私」即ち POeが存在する。その存在の確立という事が前にもふれたが,

POeの説く所の「散文の目的は Truthである」という事かも知れない。

正気の沙汰とは思われぬ「私」の崩壊―一・例えば ルノノ‐ταノθル ″′とか、

T力θ劇笏ル cα′ とかの中のそれ―一を冷然として描写して行くのはこのモ

ノマニアックな凝視なのである。 それは Bθ″θπグθθの中で初めて一つの工夫
として取り入れられているがその説明は彼の世界の最大の特徴を示している。

従ってそれが Poeの伝記的な面において彼が 阿片を常用していた事の証

拠であるという議論以前に彼の世界を構成する最大の要素である事を忘れて

はなるまい。

その狂気じみた凝視を子供じみた物と一笑にふするか,又は天才のみの持 :

つそれと考えるかによって Poeの 作品に対する評価が決定される。

これがアングロサクソン的な批評に終るかフランス的な感動になるかを決1

定するのではあるまいか
1)。

こういう一言で決定してしまうのは何かどうも

飛躍しすぎるようではあるが,結局の所,抽象画的なものを眺めてつまらな

い子供じみていると批評するのと,素晴らしいと云って感動するのとの差の)

ように思われる。

この自昼夢が彼の世界の大きな要素であるとすれば,それを彼はどこで発 :

見したのか,と いう事が問題である。βθ″ιπグθθの発表された 1835年の前年

に COleridgeが 死んでいる。 Wordsworthには批半」的であった POeは

Coleridgeに は敬意を持っていた。 Tttθ Rグ″θげ 厖θ五%θグθπ′Mかグπθ″を・

読めば,こ の詩に若き Poeが どれ程感じたかを容易に推察出来る。

そこに描かれている波も無く風の吹かない死の世界,そ して躍動する生の

世界は POeに決定的な影響を与えたものと云えよう。

1)Cf.Qirinn:rヵ ιF″θηθtt Fαθθ ο/Eαgα″Pθθ(Nen York 1957)pp.10～14
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中でも Deathと ダイスをふって勝負を争う Life‐ in‐ Death は POeの心

を強く引きつけた。即ち肉体は死んでいるが精神は生きているというnight‐

:mareの 登場は「老水夫行」の中での圧巻である。

Colidgeの それは Life―in―Deatllで あるが, この作の主人公 のそれは

:Death― in―Lifeで ある。もっとも COleridgeは その ニグ

“

ん で Death‐ in‐

lLifeの存在をのべている
1)。

とるにもたらぬつまらない物に日がな一日心を奪われて暮 らすモノマニア

のヽとりことなった男は即ち Death― in一Life lこ みこまれた衰れなる存在であ

る。

β″θ″θθの中で POeは この状態をあます所なく描き出している。ある一

つの言葉に心ひかれその単語の発音をいく度もくり返し,遂にその語の伝え

る意味が全く無となり単なる音の連続でしかなくなり,原稿用紙のすみにほ

どこされた模様に心奪われてじっと見つめたままで一日を送り,遂には自己

1の存在すらも失ってしまうその主人公は Death一 in―Life lこ 呪われた存在で

,あ る。

若くして輝くばかりの美しさを失う BereniCeは反対に Life― in―Deathに

おそわれたのである。

Coleridgeの Tttθ π″θげ Tんθ五%θグθπ′ Maγグπθ″ からその部分を引用

してみると

Her lips were red, her looks were free,

Her locks were yenow as gold:

Her skin was as white as leprosy,

The Night‐ mare Life‐ in― Death was she,

Who thicks man's blood with cold.

致命的な病にある日突如として襲われその肉体の美しさを奪われてしまっ

た Bereniceはその漆黒の髪の毛が黄色く変っていくがその過程はこの詩か

1)Cf.E″たψか‐一 “That he was many
Found death in life,

a year with toil of breath

may here ind life in death!"
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らの影響があると考えられる。彼女は度々死と間違えられる昏睡状態になる

のであるがこの事が生きたままの埋葬という恐ろしい事の原因となるのであ

る。

Life‐ in_Deathは 又別の角度 から考えると女性を媒体として取り上げられ

る霊魂不滅のテーマと同一のものであるとも云えよう。即ち肉体の死と精神

の存在という点においてである。

かくの如く POeは 明らかにこの作品の中に COleridgeの 影響を示してい

る。日中夢にふける主人公エグス は Death‐ in‐ Life lこ ,Bereniceは Life‐

in‐ Deathに 呪われたのである。そしてこの Night‐ mareは これから先も永

く POeの世界に君臨する存在となるのである。

同時に Bereniceの歯の持つ自の恐怖が Life‐ in‐ Deathの 持つ自のそれで

ある事が明白となるのである。

〔5〕

前項にもふれた所であるが, もう一つこの作品 の 中に見 られる要素 は

burial in lifeである。この事のみを取り出して考える事は余りにもグロテ

スクという感じがしないでもない。だが実際に作品の中で具体的な場におい

て読むとそれの必然性というものがあるようだ。即ちベレニスの病気は度度

1彼女を昏睡状態にさせその様子は死の様子と殆んど変らないのである。

Bereniceの埋葬は女中が彼女 の死を告げた事によって始められたので彼

女がなお生きている事を主人公は知らない。この点はアッシャー家の崩壊の

場合と違って根本的な人間性の否定にはつながらない。

だが burial in lifeは 人間の原始的な恐怖である事はすべての人の認め

る所である。多少子供じみているがこの事も人間の魂にひそむ恐怖の重要な

るものとして取り上げられねばならなかったのであろう。

だがこの事自体 は読者 にとって極めて ショッキングな事 で あ る `The

sentilnent awakened is that of horror than terror, and the tale fails
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for that reasOn.'1)と いう批評になるし

ざるを得なくなるのである
2)。

   t

を起点として

POe自 身 がその点について弁明せ

〔結   論〕
以上私は Bθ″θπグθθの中から(1)彼 の世界をいろどる虹を基調とした七つの

色彩の幻想の特異性(2)美 の中に醜さを見,安定の中に不安を見る作風(3霊魂

の不滅を信じていた点(4)Death¨ in―Lifeと Life‐ in‐Deathを取りあげている,

点(5)premature burialを 扱っている点。と五つの特徴を取り上げた。

それはこの作品の中にすでに POe的世界の特異性の萌芽があます所なく

存在する事を指摘し,そ の故にこの作品は POeの他の作品のいわば導入の)

役目を果している。

ただそれは詩の世界への導入はしていない。あくまでも散文の世界のそれ

である。そして他の後の作品で充分に補足して展開される要素もあるし,又

ぼかされてしまっている点もある。色彩などの点はこの作品を土台としてい

るが (3114)の 点は後者に属する。

この作品自体が Quinnの 云う如き駄作であるとは云えまい。 この作は多

少原始的恐怖というものにみちているが見事な効果をあげているといえよう。

けれどもこの作品が彼の代表的作品の中には決っしてあげられない事も認め

ざるを得ぬ。

余りにも多くの後に展開されるべき要素に富みすぎていてそれらが融合し

ていないうらみがある。だがその故に私はこの作品が重要であると思う。生

のままの未成熟の要素を取り上げやすい作品として注目に値する。

Fθ /θπグθθはともすれば ν″θノ滋 以下女性名を冠した作品の前駆としか考

えられない傾向があるが,それは大きな誤であって単なる ν″θノル の筆な

しではない。

それはこの後に出来する華麗なる幻想の世界を創造して行く極めて重要な

る一過程である事を忘れてはならない。

1)Quinn:(ψ .θル,p.213.
2)Cf.Letter to To White,9ρ .θグ′。,pp.57-5S.




